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研究成果の概要（和文）：紛争後社会における環境管理のために、住民組織の持つ役割を明らかにし、その役割
に影響している政策を分析することを目的として研究を実施した。インドネシア及び東ティモールにおいて適用
してきた政策・制度を分析することにより、住民組織をとりまく政策・制度について、比較分析できた。さら
に、インドネシアにおいて、住民組織の機能と役割について、フィールド調査を行った。複数村における事例研
究とアンケート調査を実施し、地方自治体、大学、村落組織、住民組織の関係者、住民らに対しインタビュー調
査を行い、異なる視点からの意見を元に分析を進め、研究成果を発信することができた。

研究成果の概要（英文）：The research has been conducted to identify the role of community-based 
organizations in environmental management in post-conflict societies and to analyze the policies 
that affect these roles. By analyzing the policies that have been applied in Indonesia and 
Timor-Leste, a comparative analysis of the policies and institutions regarding community 
organization has been conducted. In addition, a series of field surveys were implemented on the 
functions and roles of community organizations in Indonesia. Several case studies were conducted in 
some villages, including interview surveys with local governments, universities, village 
organizations, and community members involved in community organizations.

研究分野：環境管理、コミュニティ開発

キーワード： 環境保全　住民組織

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、紛争後地域における住民組織の役割を分析し、海外のフィールド調査に基づく実証研究という、大き
な特色を持つ。地方自治体、大学、村落組織、住民組織の関係者、住民からの異なるアクターからの聞き取り調
査をもとに分析しており、政策立案のプロセスに有益となる研究成果を提示している。本研究は、具体的な事例
研究を示すことにより、研究者及び実務者にとって有益な研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 

１．研究開始当初の背景 

紛争後社会の平和構築のプロセスおいて、適切な環境管理が重要であるという認識は、

国際社会でも徐々に高まってきている。これまでの研究で、紛争の根源的原因ともなっ

てきた環境資源は、紛争後の復興の成否に影響を与えており、平和構築プロセスにおい

て重要な役割を持っていることを明らかにした。そして、紛争後の時期において、政府

機能が限られる状況で、多くの地域において、住民組織が復興し環境保全活動を始める

等、住民組織が新たな機能を持っていることも観察してきた。 

 

本研究で着目したのは環境管理の「アクターのバランス」である。「環境資源」は管理

の方法によって、長期的な平和構築の「糧」になり得る一方で、新たな紛争の「火種」

となる可能性の両側面を備えていることがわかった。そのプロセスで重要となるのは、

ステークホルダーの分析である。例えば、東ティモールでは、紛争後の政治的・社会的

移行期において、政府統治能力が限られる状況においては、住民組織らが新たな役割を

持ち始めたことがわかった。紛争後の時期において、住民組織が主体となって環境管理

をすることによって、多岐に渡る機能を持ちあわせてきた。 

 

２．研究の目的 

 

紛争後社会における環境管理のために、住民組織の持つ役割を明らかにし、その役割に

影響する政策を分析することを目的とし研究を実施した。 

 

３．研究の方法 

 

研究方法は、インドネシア及び東ティモールを事例研究の主対象とし、文献調査、フィ

ールド調査、ヒアリング調査を実施した。 

 

４．研究成果 

 

紛争後社会における住民組織の役割について、その役割に影響する法政策と環境への適

用事例を検証し分析した。主要事例として、インドネシア及び東ティモールにおいて適

用してきた政策・制度を分析することにより、住民組織をとりまく政策・制度について、

比較分析できた。特に、インドネシアにおいて、住民組織の機能と活動参加状況につい

て、フィールド調査を行った。さらに、住民組織における住民らの活動参加状況とその

影響について、複数村におけるケーススタディとアンケート調査を実施することできた。

特に、地方自治体、大学、村落組織、住民組織の関係者、住民らに対しインタビュー調

査を行い、異なる視点からの有益な意見を聞き取ることができた。調査結果を元に、住



民組織をめぐる政策・法制度と活動実態を分析し、住民組織とその活動の持つ新たな役

割について分析することができた。コミュニティとのアクション・リサーチも実施し、

住民組織に影響を与えている制度・要因、対応策について調査分析することができた。

そして、国際会議の招聘を複数回受け、これまでの研究成果を発表することができた。 
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